
関西国際空港コース
～ 沈下とともに歩んできた海上空港、その闘いをみる～

企画実施： 株式会社ＪＴＢ
特別企画： 公益社団法人 土木学会関西支部
協 力： 関西エアポート株式会社

■ 開催日 2022年８月２０日（土） 日帰り

■ ツアー内容
13:00 関⻄国際空港集合
17:00 関⻄国際空港第1ターミナルにて解散（予定）

2018年9月４日の台風被災をきっかけに取り組ん
できた災害対策。普段は入ることのできないエリ
アに潜入し、航空機の離着陸を間近に感じつつ、
強靭化された関⻄国際空港をご覧いただきます。

■詳しいツアー内容・お申込み
ＪＴＢ「レジャーチケットＪＴＢ」からお申込みください。

（電話・店頭でのお申し込みは受けておりません）

開港以来の大きなアップデート。
2025年に開催される大阪・関⻄万博に向けて、
第１ターミナルビルは今大きく生まれ変わろうと
しています。現在実施中のリノベーション工事の
一部をご覧いただき、変革を感じていただきます。

台風被災からの復旧、KIXの強靭化

ぶら・土木３４

若手技術者・土木を専攻する学生向け企画

対象：高校生以上
※ 雨天決行（警報発令時等、荒天やその他の要因により開催が

困難となった場合は中止とします）

令和4年度土木学会全国大会

エクスカーション企画

開催案内

土木学会全国大会 イベント情報ページ
からアクセス

新たなKIXへ、T1リノベーション工事

裏側見せます、空港島の沈下対策

周辺環境に配慮した海上空港として開港28年目を迎えた関⻄国際空港。
埋⽴⼿法や沈下のメカニズム、最新の沈下状況に関する座学、ジャッキアップや護岸かさ上げなどの沈下対
策の⾒学を通し、現在までの沈下との闘いの歴史についてたっぷりご覧いただきます。



京都の鉄道を見て、聞いて、触って、感じるツアー

～京都鉄道博物館・嵯峨野トロッコ列車～

令和4年度土木学会全国大会

エクスカーション企画

開催案内

企画実施： (株)ＪＴＢ
特別企画： (公社) 土木学会関西支部
協 力： 京都鉄道博物館／嵯峨野観光鉄道(株)

■ 開催日 2022年 ８月２４日（水） 日帰り

梅小路京都西駅集合（10:00）⇒京都鉄道博物館（学芸員解説あり）⇒各自昼食⇒電車で移動

⇒JR嵯峨嵐山駅⇒徒歩で移動⇒トロッコ嵐山駅⇒軌道自転車乗車（ガイド付き）

⇒トロッコ保津峡駅・解散（16:00予定）

■ ツアー内容

参加費は有料となります。
対象：中学生以上（中学生は保護者の方とご一緒にお申込みください）
※ 荒天時により、ツアーを中止する場合があります。

自然豊かな嵯峨野トロッコ列車の線路をトロッコ列車ではなく、「軌道自転車」で走行できる貴重な
体験！沿線のトンネル、橋りょうなどの土木構造物を嵯峨野観光鉄道の社員さんのガイド付きで間近
から見学できます。

学芸員さんより施設や展示について紹介いただきます。扇形車庫や、第2検修庫の解説も‼
団体見学後には自由見学の時間もあります。

嵯峨野トロッコ列車

京都鉄道博物館

■詳しいツアー内容・お申込み
ＪＴＢ「レジャーチケットＪＴＢ」からお申込みください。

（電話・店頭でのお申し込みは受けておりません）

土木学会全国大会 イベント情報ページ
からアクセス

【写真】上段：京都鉄道博物館／下段：軌道自転車(嵯峨野観光鉄道(株))



うめきた と 大阪・関西万博
～大阪で熱い2大プロジェクトを地下と上空から見て感じるツアー～

企画実施： 株式会社ＪＴＢ
特別企画： 公益社団法人 土木学会関西支部
協 力： 西日本旅客鉄道株式会社

令和4年度土木学会全国大会

エクスカーション企画

開催案内

■詳しいツアー内容・お申込み
ＪＴＢ「レジャーチケットＪＴＢ」からお申込みください。

（電話・店頭でのお申し込みは受けておりません）

対象：高校生以上
※荒天時により、ツアーを中止する場合があります。

■ 開催日 2022年 ９月１２日（月）日帰り

■ ツアー内容
大阪駅集合（13:00） ⇒ うめきた工事現場の見学

⇒ WTC(大阪咲洲庁舎)・解散（16:30予定）

うめきた 東海道線支線地下化・新駅設置工事現場
関⻄の⽞関⼝⼤阪駅では、鉄道を地下化することで踏切を無くし、道路を安全に通⾏することができ
るように、⼯事が進められています。あわせて地下に新駅をつくることによって、関⻄国際空港や和歌⼭
⽅⾯への旅⾏・通勤が便利になります。うめきたの新しい駅や線路の工事を⾒学します。

⼤阪・関⻄万博
2025年の開催に向けて、「いのち輝く未
来社会のデザイン」をテーマに各種事業お
よび企画の検討が進められている「⼤阪・
関⻄万博」の概要について学びます。

【うめきた再開発】

【大阪・関西万博会場 夢洲】

土木学会全国大会 イベント情報ページ
からアクセス



琵琶湖疏水はんなりツアー
～映える土木をドボジョが巡る～

企画実施： 株式会社ＪＴＢ
特別企画： 公益社団法人 土木学会関西支部
協 力： 関西電力株式会社

■ ツアー内容
琵琶湖疏水記念館に集合（13:00）⇒散策（疏水記念館周辺）

⇒蹴上発電所見学⇒無鄰菴見学（庭園見学）
⇒無鄰菴の庭園カフェにて座談会・解散（18:00予定）

水路閣（南禅寺）

見学スポット

琵琶湖疏水記念館

琵琶湖疏水って？何故作られたの？誰が
作ったの？色んな疑問を解決できる博物
館です。

蹴上発電所

日本初の事業用水力発電所として運転を開
始し、100年以上経った今なお現役の発電
所として電気を送り続けています。その歴
史ある発電所内を見学します。

無鄰菴

明治27年に造営された政治家山縣有朋の別
荘です。時を忘れるほどの素晴らしい日本
庭園を庭園コンシェルジュのガイド付きで
散策します。

散策スポット

蹴上インクライン

令和4年度土木学会全国大会

エクスカーション企画

開催案内

■詳しいツアー内容・お申込み
ＪＴＢ「レジャーチケットＪＴＢ」からお申込みください。

（電話・店頭でのお申し込みは受けておりません）

対象：高校生以上
※荒天時により、ツアーを中止する場合があります。

■ 開催日 2022年 ９月１５日（木） 日帰り

土木学会全国大会 イベント情報ページ
からアクセス



■参 加 費︓ 無料（現地集合・現地解散）
全国大会に登録していない一般の方の参加も歓迎します。

■定 員︓ 30名 (最少催⾏⼈員︓10名）
■申込方法︓ ⼟⽊学会関⻄⽀部ホームページから事前にお申込みください
■主 催︓ (公社)⼟⽊学会関⻄⽀部FCC・ 「⼟⽊の⽇」関連⾏事関⻄地区連絡会
●荒天時や新型コロナウィルス感染症等に関わる国内の動向により、本⾏事は中⽌、延期、開催方法・内容

の変更をさせていただく可能性がございます。予めご了承ください。
●講演会発表のため途中までの参加希望の方はあらかじめお知らせください。
●参加前からご自身の体調の把握に努めて頂き、感染症対策をお願いいたします。

令和４年度 土木学会全国大会 エクスカーション企画

鴨川ドボク巡り
〜どぼくカフェと土木広報のあり方実践編〜

⽇時 ⾏程

9月15⽇（⽊）
午前9時〜
2時間程度
（予定）

集合場所︓京都大学旧⼟⽊⼯学教室本館前
京都大学・・・・・今出川通・・・・・鴨川デルタ・・・・・河合橋・・・・・出町橋
・・・・・京都市最古のマンホール鉄蓋・・・・・賀茂大橋・・・・・出町柳駅 解散

案内役︓FCC前代表幹事 髙橋良和（京都大学）
FCC代表幹事 入江政安（大阪大学）

コースのおすすめポイント
⼟⽊技術者がこのようにドボクを楽しめば⼟⽊をより良く広報できるのでは︖との思いから、明⽇か
ら⼟⽊広報マンとなるためのツアー。
私たちの身の回りは、普段気づかない「どぼく」に囲まれています。その「どぼく」を再発⾒し、愉しむ
ことができるのは、大⼈ならではの嗜みです。鴨川・橋梁・マンホール・道路標識・電柱など身近な
⼟⽊を、いちいち楽しみましょう。
どぼくカフェを企画・開催するFCCのメンバーならではの⾒方・愛で方・歩き方をご紹介。全国大会
参加中の朝、地元鴨川の散策はいかがでしょうか。「どぼく」入門のまち歩きに出発です。

■開催日 2022年 9月15日（木）9:00～ 2時間程度

同日開催! 9月15日は夜もどぼくカフェ!!（予定）
⼟⽊学会関⻄⽀部FCC（フォーラムシビルコスモス）で始まり、全国各地で開催されるようになっ
た「どぼくカフェ」。この日午後の講演会終了後に、会場近くでどぼくカフェを開催企画中です。
今回のメニューは全国⼤会会場へのアクセスにもなっている京阪電⾞の京都市内地下化⼯事です。
都市ならでは、京都ならでは、の鉄道地下化の技術や苦労、工事中の様々な話を交えて、楽しく
ご紹介します。詳細決まり次第⼟⽊学会関⻄⽀部ホームページでご案内します。（申込制）



震災資料保管庫・人と防災未来センター見学

主 催： 公益社団法人 土木学会関西支部
協 力： 阪神高速道路株式会社

■開催日 2022年 ９月３０日（金） 午後

■ ⾒学内容
JR芦屋駅に集合（13:00）
→ 震災資料保管庫

・阪神淡路大震災の概要と復旧に係る映像視聴
・被災構造物の⾒学（説明付き）

→⼈と防災未来センター
・館内自由⾒学

→JR三宮駅周辺にて解散（17:00予定）

〇震災資料保管庫

【兵庫県南部地震により倒壊した阪神高速】

震災資料保管庫で展⽰されて
いる実際に被災し損傷した高
速道路構造物は、地震の凄ま
じいエネルギーを彷彿させるも
のであり、これまで仮想でしかな
かった実物の壊れ方を証明す
るものとなっています。

〇人と防災未来センター
⼈と未来防災センターは、阪
神・淡路大震災の経験と教訓
を後世に伝え、これからの備え
を学ぶ災害ミュージアムとなって
います。

〜阪神淡路大震災での被災経験からこれからの防災を学ぶ〜

令和4年度土木学会全国大会

エクスカーション企画

開催案内

全国大会 イベント情報ページ
からアクセス

■参 加 費︓ 無料
■定 員︓ 20名 (最少催⾏⼈員︓10名）
■参加対象︓ 大学生以上
■詳 細︓ 全国大会イベント情報ページにアクセスください
●荒天時や新型コロナウィルス感染症等に関わる国内の動向により、

本⾏事は中⽌、延期、開催方法・内容の変更をさせていただく可能性がございます。


